
平成２３年度 第１回 藤島地域審議会次第 

 

        日 時:平成 23 年 5月 18 日(水)9:00～ 

会 場:藤島庁舎３階大会議室 

 

１ 開  会  

 

２ 会長挨拶 

 

 

３ 支所長挨拶 

 

 

４ 委員紹介 

 

 

５ 協  議 

 （１）藤島地域審議会協議テーマについて 

 

 

 

 （２）その他 

 

６ そ の 他 

  （１）鶴岡市行財政改革について 

 

 

 

７ 閉  会 

 

 

 



区 分 所属団体名等 役職名等 氏  名 備  考

藤島町内会長連絡協議会 会  長 安藤　良昭

庄内たがわ農業協同組合 代表理事専務 齋藤  泰宏

庄内たがわ農業協同組合
藤島支所生産組合長会

会　長 大沼　政雄

出羽商工会 会　長 小野木　覺

藤島地区民生児童委員協議会 会　長 阿部　正良

藤島中学校ＰＴＡ 会  長 高橋　竜太

藤島体育協会 会  長 丸山　　鎭

藤島芸術文化振興会 会　長 小林　　功

藤島老人クラブ連合会 会  長 髙橋　德雄

藤島地域婦人会 会　長 今野　多美子

出羽商工会女性部藤島支部 支部長 板垣　てつ子

庄内たがわ農業協同組合
藤島支所女性部

部　長 上林　節子

出羽商工会青年部 部　長 堀口　大介 ※公募委員と同一

鶴岡市消防団藤島方面隊 隊  長 成澤　　修

因幡堰土地改良区 理事長 冨樫　達喜

公募委員 会社員 堀口　大介 出羽商工会青年部

公募委員 農　業 佐藤　一晴

公募委員 会社員 丸山　　厚

公募委員 会社経営 奥山　康光

公募委員 会社経営 相馬　　大

公
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藤島地域審議会委員名簿（H22～23）



藤島地域審議会の協議テーマについて 

 協議テーマについて テーマ設定の事由について 

１ 地域後継者の育成方針に

ついて 

少子化や未婚者の増加などにより、産業（農

業・商業）、コミュニティ（自治・防災）、伝統

文化など、地域の未来の担い手が不足してきて

いる現況に鑑み、様々な分野における後継者育

成方策を検討し、若者の定住策を含めて検討す

る。 
 
⇒H22 年度で協議終了 
 

２ 地域の活力を高める方策

について 

少子高齢化や経済情勢などにより、地域の活

力の減退が懸念されるが、生活基盤の面では、

住民自ら活力を高めていく努力が肝要であり、

その方策を各分野において探る。 
 
 

３ 市民の健康づくりについ

て 

 近年、グランドゴルフやウォーキングを楽し

んでいる人が増えている。しかし冬場の取組み

はどうなっているか、様々な職種・年齢の方か

ら健康づくりについて意見を聞いてみてはど

うか。 
 
 

４ 地域コミュニティ（住民

自治組織）の在り方 

現在の藤島地域における住民自治組織の体

制は、町内会の組織及び地区公民館の運営につ

いても、旧藤島町の体制をそのまま踏襲してい

る。鶴岡市全体としてゼロベースで住民自治組

織のあり方はどうあるべきかをまとめる必要

がある。 
 
 

 

資料 １ 



平成２２年度 藤島地域審議会 中間まとめ 
 
(協議テーマ) 

１．地域後継者の育成方策 (第４回、第５回地域審議会で協議) 

２．地域活力を高める方策 

３．市民の健康つくり                  未協議(H23協議予定) 

４．地域コミュニティ(住民自治組織)のあり方 

 

(協議状況及び今後の進め方) 

藤島地域では、４つの協議テーマに選定し、現在まで「１．地域後継者の育成方策について」、少子

化・未婚者の状況、自治組織の状況、消防団の状況、伝統文化・芸能の状況、地域の商業・商業者の状

況や地域の主産業である農業後継者の状況について２回に分けて、資料を基に協議を行った。 

 23 年度については、引き続き残りのテーマについて協議を行うとともに必要に応じて精通者を講師

として招き、意見交換等を予定している。 

 その中で、協議が整い課題やその対応策など一定の方向性が整ったテーマについては、市への政策提

言として纏め、また、市の施策として要望すべきものについては、予算に反映することを要望していく

こととしている。 

 

１、地域後継者の育成方策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

各委員の主な意見 今後の議論の方向性 

①少子化・未婚者の状況 

●男女の婚活を県、市町村、NPOが連携して支援する取り組み

が成果を上げているという報道もあることから、今後も積極

的に取組むべきである。 
●農業後継者の婚活は、かつては農協が取り組み、行政も支援

していたが、何故無くなったのか。 
＊（かつて行政が関わっていた頃は、中々実績が上がらない

ため取りやめになったもの） 
●婚活支援は、今後も官民一体で取組む施策であるので予算を

措置して推進すべきである。 
●この地域では、何らかの団体やグループにでも入らなければ男女の

出会いや交遊、又は地域活動にも全く縁が無い。 
●地域に活力があり、まちづくり塾のような若い人の集まりが、色んな

ところに草の根にようにあれば婚活問題は一気に解決すると思う。 
●経済の閉塞状況やコミュニティの弱体化などにより若い人同士が

繋がる場が無いので、婚活に行政は支援すべきである。 
●町内会長が町内の独身者リストを作り、行政や商工会などで

共有して、それぞれ婚活パーティを月 1 回は企画するくらい

のことが必要である。 
 
 

 

→情報の共有と積極的な婚活支援の取

り組み 

 農業後継者の減少、サラリーマン化等

により地域行事への参加も少なくなり

地域での繋がりも希薄化しており、何ら

かの団体やグループ等に参加しない限

り男女が出会う場は少ない。 
 また、行政から独身者などの情報の提

供が困難になったこともあり結婚相談

員や仲人役を担ってくれる人もいなく

なり、ますます男女の婚活は難しくなっ

ている。 
 地域内の人口減少と少子高齢化が進

展するなか、独身者の増加(固定化)は、

人口減少を加速させ、また地域の活力の

低下にも繋がることから、行政としても

専門の部署を設け、企業や各種団体等と

情報を共有するとともに連携を図りし

ながら、積極的に婚活支援を行っていく

必要がある。 



●独身者リストは、市内だけでなく、三川町、酒田市、庄内町

など全部合わせて共有し、トータル的な出会いの場を数多く

作ることが一番効果的である。 
●仙台、東京在住の地元出身者にも地元の婚活パーティの情報

など外部発信も必要である。 
●個々の企業で社員の同意を得て名簿を作成し、その名簿を基

に行政が間に入って女子型企業と男子型企業の婚活パーティ

を開催すれば効果がでる。 
●藤島の特徴や地域の誇れるものを地元で共有し、他地域との交流を

図り、男女の出会いに繋げていくべきである。 
●婚活に臨む男女のコミュニケーション能力と地域の文化を学び地

域に誇りと自信を持つため、それを学ぶ場が必要である。 
●各地域のまちづくり塾をもっと発展させれば、交流の場とな

り、出会いの場にもなるのと思う。 
●かつては世話好きな人がいて見合いなどができていたが、今

はそういった人がいないので、行政なり誰かが男女の出会い

の場を作る必要がある。 
●地元に仕事がなくてU ターンできない地元出身の女性の未婚

者を地元で結婚させたくても、農業だけでは生活できないた

め、なかなか地元に連れて来れない。 
●かつては結婚相談員という制度があったが、個人情報の取扱

いが厳しくなり、行政から相談員に情報提供が困難になった

ことや予算の削減などもあり制度がなくなった。それを復活

させて行政が男女の出会いの場を作るとしても個人情報の取

扱いの面から行政はどこまで関われるか難しい。 
●行政が婚活を進めるうえでは、専門の部署や担当を置いて進めてい

くという体制が出来るかどうかが課題である。 
●行政に担当課を作ってもトータル的な出会いの場が必要なの

で、各企業に積極的に働きかけ、企業側から独身の男女の後

押しをしてもらい、また、JAや各団体へも依頼し、いわば会

社、町内会長、商店主、農協などが仲人役になってもらい、

その取り纏めを行政が担う必要がある。 
 

②消防団の状況 
●消防団のなり手がいないといわれるが、地元に若い人はいる

が、嫌がって入団しない若者もいる。 
●会社員が多くなり地域行事への出席も減り、地域との繋がりも希薄

化し、消防団に入って活動しようという意識が無くなっている。 
●消防団の重要性や地域貢献の必要性についての啓蒙は行政が取り

組むべきであるが、それらを消防団に任せきりにしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→消防団活動への支援と団員確保の取

り組み 
 地域の安心・安全の確保に大きく貢献

している消防団は、地域の実情に精通し

ている地域住民により構成されており、

災害対応のほか地域コミュニティの面



●入団の勧誘にいくと家族からも嫌なものが来たような感じで

みられる。今後益々人口が減るなかで、行政では団員の確保

をどのように考えているのか。 
●企業側としては、演習などで一斉に休まれると困るので、企

業側が協力しやすい演習日程なども検討すれば、社員も気兼

ねなく消防団に入団して活動しやすいと思う。 
●入団を依頼するときは、大した事はないなど安易な勧誘はし

ないで、消防団の重要性をきちんと理解してもらい、納得し

たうえで入団してもらう取り組みが大事である。 
●企業や団体に消防団の幹部が出向いて協力を依頼することも

必要である。 
●企業側でも公共性ある仕事については、協力することは当たり前だ

という意識を持っているので、さらに周知することも必要である。 
 
 
③地域の商業・商業者の状況 

●地域の消費者のニーズは、年々 変化しており、買物難民などのニー

ズがあり日用品の宅配を行うことは、時代に合っていると思う。 
●マーケティング、仕入力、価格競争力全てにおいて大企業に地元が

勝てるものはないが、アフターサービスなら勝負できる。 
●藤島は農業、農家に元気がないと商業を始め全てに影響する。 
●農業関連の会社を作って雇用に繋がる取り組みがほしい。 
●地元の商店同士で使えるポイント制度も生き残り策として活

用できる。 
●地元で買物をするときは、大手資本の量販店ではなく、地元で昔か

ら商売している商店で買ったり、食事をすることも大事である。 
●地元でも従来から商工業協同組合で共通して利用できるポイ

ント制度を行っていますが、大手の量販店もやり始めて、今

では打つ手が無い状態だが、何か方策や知恵がこのような話

合いのなかから出てくることを期待したい。 
 
④農業後継者の状況 

●この地域の農業の振興を図る上でＴＰＰは大変な問題である。 
●藤島地域は、合併前から農林課をエコタウン課と変えたよう

に農業については先駆的な取り組みをしてきたが、合併によ

り市全体の農業政策を見ると夢も希望も無くなってきた。こ

のままでは次世代が育たないし、農業の後継者を育てるには、

最低限儲かる農業でなければならない。 
●藤島地域では、中山間地や都市近郊地域のような高齢化による耕作

放棄地はない。後継者が少ないのは悲しいことではなく、米価の実

においても大きな役割を果たしている

が、人口の減少、少子高齢化及び産業・

就業構造の変化などにより団員の確保

が困難になりつつある。 
 住民の生命・財産を守るために重要な

役割を担う消防団の運営や団員の確保

については、行政の責務であるが、団員

の多くが勤め人であることから、消防団

活動に対する事業所の理解を得る取り

組みや将来の消防団の担い手である若

年層に対して消防団の重要性や地域に

おける役割などの啓蒙活動等を行って

いく必要がある。 
 
 
 
→地域の農産物を活用した取り組み 

 消費者のニーズや行動範囲の拡大、更

には道路等交通網の整備等により地域

外の郊外型大型量販店との地域間競争

が激しくなっており、地元での商業経営

は厳しい状況が続いている。 
 コストなど多くの面で大型量販店と

の競争は困難であるため、地域の特徴で

ある農業及び農産物を活用した地場産

品の販売や飲食メニューの開発、或いは

農業に関連した何らかの企業化による

雇用創出を図る取り組みが必要である。 
 
 
 
 
→農商工連携の取り組み 

 地域の主産業である農業(米作り)を取

り巻く環境は、なかなか好転の兆しが見

えず、農家のなかには農業に対する将来

展望が描けないことや、更には農業経営

者の高齢化の進展や先行きの不安から

農業経営に対する意欲の喪失や農業離

れも進行している。 



態からみれば、今の認定農家の平均耕地面積の３～４倍は必要であ

り、むしろ後継者が少ない現状からは規模拡大のチャンスでもある。 
●集落営農を過度に進めると意欲のある農家を阻害することにもなる。 
●農業は金にならないから他産業に流れているし、一戸当りの耕作面積

が少ないわりに設備にコストがかかる。だから新規就農者が少ない。 
●行政は地域のあり方を考え、その中で農業はどうあるべきか

を世界的、国家的、地域的視点で捉えるべきであり、そこに

夢やチャンスがあれば人は参入してくるはずであり、面積や

農家の適正規模は市場原理で決まってゆくはずである。 
●行政は農業の新規参入者を奨励しているが、壁が高すぎてと

ても参入できない。 
●後を継ぐ人がいるということは、農業で生活できる基盤があるという

ことだと思うが、ではどうすればと聞かれても答えられるものがない。 
●兼業農家が多くを占めている現状から、今後集落営農か農業

法人のどちらかに進んでいくと思うが、農業の専業者が少な

いため集落営農のリーダーが育たない。 
●在来野菜の活用も考えられるのではないか。 
●大規模化が加速するなかで若者の定着を図り農業の後継者を確保す

るには、若い人自らがこれではだめだと立ち上がらなければどうにも

ならないが、周りができることは、人づくり、リーダー育成、環境づ

くり、地域住民の意識改革などであり、それにより地域が活き活きと

活性化するようになれば、自ずと後継者も育つのではないか。 
●藤島地域は、米の単作地域であるので、何人いれば米作りができる

かは計算できるが、その辺を曖昧にしたまま議論しているのでない

か。兼業で子供夫婦は会社勤め、親は農業であれば、その農家は多

角経営であり、それで良いのでないか。 
●農家の家族構成などを他の地域と比較すれば藤島地域の違いや特

徴から後継者対策に繋がるものが見えてくるのではないか。 
●後継者育成も大事だが、今の経営体の実態を把握し、農業の地域とし

てのビジョンを示し、米価の現状から何らかの複合経営は避けられな

いので、この地域にマッチした品目なども考えていくべきではないか。 
●つや姫のように美味い物をつくれば高く売れる。藤島地域のブラン

ドとして食品会社などとどう連携していくか。その辺が上手くかみ

合えば後継者対策にもつながるのではないか。 
●提言として新規就農者の支援制度を作り、農業法人に２年間の研修

を義務付け１人当たり年間200万円の補助を行い、２年後はその農

業法人で就労するなり、新規就農することを義務化すれば10 年で

200人の農業者が育つことができる。 
 
自治組織の状況、伝統文化・芸能の状況→特に発言無し。 

 しかしながら、全国的には他産業の雇

用情勢の悪化などにより、農業界はかつ

てないほど注目されており、雇用の受け

皿になる可能性を秘めていることもあ

り就農希望者は増加傾向にあるといわ

れている。 
 藤島地域で農業を魅力ある産業とす

るためには、農業によって充分な収益が

得られることが重要であり、それにより

後継者も期待できる。 
そのためには、経営規模の拡大を図り

収益を向上させる必要があるが、反面、

農業機械や設備等への投資も大きな負

担となるため、規模拡大と設備投資の増

加をどのように解決していくかが課題

である。 
 また、若者の就農を促進するためには

農業の魅力を発信することが必要であ

り、地域の資源である庄内農業高校と連

携し、農業の素晴らしさをアピールしな

がら人材育成を図るとともに新たな就

農支援制度を創設して就農を支援する

取り組みが必要とされる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



鶴岡市藤島庁舎　重点事業
(平成２２年度繰越明許事業含む)

平成２３年度

資料３



- 2 -

担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

総務課 総務地域振
興班

地域づくり・人材づくり事業 まちづくり塾の実施 674 399

国内姉妹都市等交流活動促進
事業

姉妹都市名寄市との教育・文化・経済の交流と相互の友好を図る。 613 608

（名寄市交流） ・少年少女交流事業（平成23年度は名寄市へ訪問）

・鶴岡市藤島名寄交流友の会への補助

ふるさと会支援事業 首都圏に在住する藤島地域出身者との交流を図る。 348 343

（東京藤島会） ・総会、交流会の開催（10月中旬の開催予定）

・首都圏の情報収集及び地元農産物の紹介

交通輸送対策事業
（デマンドタクシー運行）

生活交通バス路線の廃止地域における地域住民の交通手段を確保す
る。
※H23年度からは毎週土曜日も運行

3,601 3,705

・鶴岡市乗合タクシー運行補助（運営費+運行費）-（運賃収入+負担金）

地域活性化推進事業

藤島地域振興ビジョン推進事業
（庄内農業の道)

モデル的
先駆的振
興事業

藤島元町地区に集積する農業関連施設やエコタウンの取り組みなど農
業の先駆的な地域を目指し、農業関連資源を活用した地域振興を図る
ことを目的に、庄内農業の道構想として地域の農業の取り組みや今後
目指すべき将来の農村像について総合的に情報発信する拠点を整備
し、地域の農産物のイメージアップと人と物との交流促進を図る。

500 1,277

・地元の主婦層を中心に米粉活用の利用研究会を立ち上げ米粉利用の拡大
を図る・四季の里楽々の内装を改装してレストランスペースを充実し貸出し型のレスト
ランとするふじの里魅力アップ事業 モデル的

先駆的振
興事業

藤の開花期間の長期化を図り、来訪者等に見ごたえのある「ふじの花」
を提供するため、開花時期が異なる品種で全国的に有名な藤を芝生広
場の藤棚の藤に接木し、藤島地域のシンボルとなる「ふじ」及び「藤棚」
作りを行う。

1,374 317

・住民参加による藤及び藤棚の維持管理

・ふじ接木指導講習会の開催等

地域審議会運営事業 地域課題、地域コミュニティ活性化及び地域農業の振興等に関する地
域審議会を開催し調査審議を行う

1,030

・委員報酬、費用弁償等

庁舎によ
る地域振
興事業
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担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

総務課 町内会長への報酬、町内会長会開催経費、連合組織助成等 13,747 13,317

藤島地域の課題の把握、調査・
検討事業

地区座談会の開催 60

地域防災対策支援モデル事業 災害発生時の避難経路や避難方法、災害時要援護者の介助方法、さ
らに避難所への移動手段など検証。地域にあった災害時の初動事項を
共有(基本事項のマニュアル化)する。

240

非常備消防維持管理事業 消防団報酬、出動手当、被服貸与、訓練大会費、修繕費等 20,826 20,133

消防施設新営改良事業 消防ポンプ車の更新（下川尻） 6,730 19,882

防災行政無線整備事業 同報系防災行政無線(一斉に災害情報を提供するための放送施設)を
整備。本所一括発注

7,497 400,000

市民福
祉課

健康福祉班 藤島ふれあいセンター管理事業 世代間の交流や地域住民の文化活動等の多機能型の複合施設である
「藤島ふれあいセンター」の管理運営を委託する。

5,324 5,310

高齢者長寿祝賀事業 長年の間、地域社会の向上発展に寄与された75歳以上の高齢者を心
から敬愛し、かつその功績を讃えて感謝の意を表すとともに、高齢者の
福祉を一層高めるため、藤島地域５会場において敬老会を実施する。

5,422 5,516

　（対象者数　平成22年度　2,259人　→　平成23年度　2,298人）

・敬老会補助金　2,400円(単価)×2,298人(対象者数)＝5,515,200円

藤島児童館管理運営事業 平成23年度から学校法人「いなば学園」が指定管理者として、「児童の
健全育成事業」「子育て支援センター事業」「放課後児童クラブ事業（学
童保育）」を実施運営する。

5,396 10,859

通園バス運営事業 保育園児の安全な登園・降園の確保と、保護者の送迎にかかる負担の
軽減を図る。

7,305 6,959

市民国保年
金班

藤島斎場火葬炉改修事業
(H21繰越明許分)

藤島斎場２号火葬炉主燃焼室耐火物、耐火台車上部交換改修 0

産業課 農業振興班 土づくり事業 畜産農家と連携し、環境保全型農業の推進に不可欠な堆肥の安定供
給を確保する。

13,172 15,867

・エコ有機センターの運営

　　堆肥生産量　GT（バラ）2,587㎥　K（バラ）452㎥

　　　　　　　　　　GT（袋）9,689袋　 K（袋）2,169袋

コミュニティ
防災班

自治組織等運営活動対策事業
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担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

産業課 水稲乾田Ｖ溝直播特別栽培実証
事業

庁舎によ
る地域活
性化事業

363

つや姫の里振興事業 平成22年度から本格デビューした「つや姫」の販売促進と、「つや姫誕
生のまち」藤島地域の農業振興等、活性化を図るために組織した市民
団体を支援する。

400 3,400
県委託料

濃厚飼料自給新技術導入支援
事業

飼料価格の高騰に対処するため、収穫した籾をプレスパンダーにより破
砕処理し、フレコンバックに詰めて発酵を促し、栄養価の高い濃厚飼料
を生産する畜産農家の組織を支援する。

337 0
創意工夫プ

ロ

農業振興班 環境保全型農業直接支払交付
金

0 2,445
（市全体で）

エコタウン
推進班

エコタウン推進事業 「持続可能な資源循環型の農業」、「安全・安心な食料の生産」、「都市
との共存」を目標に掲げ、これを実現するため、７つのエコタウンプロ
ジェクトを推進する。

2,890 1,152

①　エコ農業関連調査・研究事業

　　山大農学部、県試験研究機関、農協等と連携し、有機栽培技術等
　　の調査・研究を実施する。　10テーマを予定。

②　伝統野菜・機能性野菜の振興

　　「豊栄大根」「ふじしまきもと」「すいおう」「マコモダケ」の栽培と販路拡大、加
③　地産地消及び食育の推進

　　地産地消給食・農産物直売所の充実、地産地消料理体験塾・食の
　　祭典の開催、田んぼの生き物調査の実施

④　資源循環システムの構築

　　BDFの生産拡大
⑤　交流事業の促進

　　神奈川県保育園の受け入れ
　　東洋大学社会学部との交流
（関連事業）
　　循環システム構築事業（ＢＤＦの生成）

環境保全型農業に取り組む農業者等に対する直接的な支援。
 

　農業者等が、化学肥料、化学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球
温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む場合、取組
面積に応じた支援を実施する。（支援額　8,000円／10a）
 ○具体的営農活動
　・カバークロップの作付け　・リビングマルチ、草生栽培の実施
　・冬期湛水管理　　　　　　　・有機農業の取組み
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担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

産業課 エコタウン
推進班

藤島型・鶴岡エコ型特別栽培米
の販路拡大に関する調査事業

庁舎によ
る地域活
性化事業

鶴岡産学校給食用米のＰＲ用パンフレットを作成し、鶴岡産米の啓蒙普
及を行うと共に、首都圏の学校給食の実態調査を実施し、藤島型・鶴岡
エコ型特別栽培米の販路拡大に努める。

484 520

有機農産物
認定班

有機農産物認証事業 JAS認証機関として、有機、特別栽培農産物を認証し、安全・安心な地
域農産物の生産と販路の拡大を図る。21年度より有機農産物認定区域
を全市に拡大して実施している。

2,490 2,299

（認定・認証実績）

　18年度　有機 1.8ha　特栽120.8ha　　19年度　有機 1.8ha　特栽458.3ha

　20年度　有機 9.9ha　特栽586.4ha　　2１年度　有機12.9ha　特栽639.2ha

　22年度 有機12.4ha 特栽680.5ha

商工観光班 まつり振興事業 ①ふじの花まつり（まつり総予算 2,200千円）
　毎年、ふじ盆栽展の来客数が増加しており、平成22年は延3,300人の来客が
あり、今後も藤島の観光イベントとしていく。

1,500

②ふじしま夏まつり（まつり総予算 3,700千円）
　獅子踊りをメインとした「鶴岡伝統芸能祭」を核に、地域の文化を観光に結び
つけている。本年も、住民からの協力金をいただきながら住民参加型のイベント
としていく。

1,800 2,500

③ふじしま秋まつり（まつり総予算 1,000千円）
　「お米の里の収穫祭」として、庄内平野の米を中心とした農村文化の体験を
柱に、食育・地産地消及びおいしい特産品の普及により観光につなげていく。

630 612

コミュニティハウス管理運営委託 400 400

・コミュニティハウスの管理運営を指定管理者（（藤の里振興㈱））に委託する。

同（H21繰越明許分） 施設の基本的な維持・補修は、市が負担しながら、市有財産の適切な
管理に努める。　(施設修繕費　1,260千円)

0

建設環
境課

地籍調査事業 一筆ごとの境界、面積を測定し、地籍の明確化を図ることにより、個人
の財産の明確化はもとより、土地利用計画の策定、公共事業の実施
等、土地に関するあらゆる施策の基礎として利活用されることを目的と
する。

10,727 9,186

・計画調査区域　鶴岡市添川字西山及び沢田の一部、鷺畑字山野藤の一部
・計画調査面積　0.39k㎡
・計画調査筆数　607筆
・測量委託業務費　5,576千円

道路関係各種団体負担金 265

長沼温泉ぽっぽの湯管理運営事
業
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担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

道路維持事業 9,888 9,457

道路新設改良事業 21,000 22,000

除雪対策事業 41,129 39,714

道路公共事業 地方道路整備臨時交付金事業により、防雪対策や歩行者等の安全対
策のための整備を行なう。

80,000 80,000

・渡前荒俣線歩道設置工事(継続) ・渡前荒俣線防雪柵設置工事（継続）
・川尻手向線歩道設置工事(継続)

市営住宅管理事業
（H22繰越明許分

市営住宅ふじなみ団地の外壁補修や、設備の更新を行い、施設の長寿
命化を図る。

6,280

歴史公園整備事業
（まちづくり交付金事業）

東田川文化記念館周辺に藤島地域の特徴を活かした藤にこだわった公
園づくりを、第２期整備事業として23年度から取り組む。

14,938 8,035

・基本計画策定　・基本設計委託

・用地測量、調査委託

公園管理事業 公園施設の維持管理事業 680

(H22繰越明許分) ・芝生広場駐輪場屋根修繕工事

教育課 社会教育体
育班

(財)藤島文化スポーツ事業団関
係事業

事業団運営に対する補助及び記念館、トレーニングルーム管理委託事
業

19,865 20,336

・記念館　　管理委託　　　　　　　　　　　　　5,773千円

　　　　　　　管理運営補助金　　　　　　　　　3,089千円

・体育館　　トレーニングルーム管理委託　　5,877千円

　　　　　　　スポーツ振興補助金　　　　　　　5,597千円

地区公民館事業 藤島地域公民館事業委託 7,631 7,402

藤島体育館修繕事業 3,600

(H22繰越明許分)

ふれあ
い食セ
ンター

学校給食センター管理運営費 給食実施状況 　小学校4校678食　中学校353食　こりす270食   いなば33食
　　　　　　　　　　　根っ子杉30食　サンサン15食　計1,379食

105,678 103,103

・屋内運動場連絡通路屋根修繕
・排煙窓等修繕　など

建設環
境課
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担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

総務課 総務地域振
興班

地域づくり・人材づくり事業 まちづくり塾の実施 674 399

国内姉妹都市等交流活動促進事
業

姉妹都市名寄市との教育・文化・経済の交流と相互の友好を図る。 613 608

（名寄市交流） ・少年少女交流事業（平成23年度は名寄市へ訪問）

・鶴岡市藤島名寄交流友の会への補助

ふるさと会支援事業 首都圏に在住する藤島地域出身者との交流を図る。 348 343

（東京藤島会） ・総会、交流会の開催（10月中旬の開催予定）

・首都圏の情報収集及び地元農産物の紹介

交通輸送対策事業
（デマンドタクシー運行）

生活交通バス路線の廃止地域における地域住民の交通手段を確保す
る。※H23年度からは毎週土曜日も運行

3,601 3,705

・鶴岡市乗合タクシー運行補助（運営費+運行費）-（運賃収入+負担金）

ふじの里魅力アップ事業 庁舎によ
る地域振
興事業

藤の開花期間の長期化を図り、来訪者等に見ごたえのある「ふじの花」を
提供するため、開花時期が異なる品種で全国的に有名な藤を芝生広場
の藤棚の藤に接木し、藤島地域のシンボルとなる「ふじ」及び「藤棚」作り
を行う。

1,374 317

・住民参加による藤及び藤棚の維持管理

・ふじ接木指導講習会の開催等

地域審議会運営事業 地域課題、地域コミュニティ活性化及び地域農業の振興等に関する地域
審議会を開催し調査審議を行う

1,030 856

・委員報酬、費用弁償等　@5,300円×20人×6回分＝636,000円＋交通費ほか

総務課 13,747 13,317

藤島地域の課題の把握、調査・検
討事業

地区座談会の開催 60

地域防災対策支援モデル事業 災害発生時の避難経路や避難方法、災害時要援護者の介助方法、さら
に避難所への移動手段など検証。地域にあった災害時の初動事項を共
有(基本事項のマニュアル化)する。

240

非常備消防維持管理事業 消防団報酬、出動手当、被服貸与、訓練大会費、修繕費等 20,826 20,133

消防施設新営改良事業 消防ポンプ車の更新（下川尻） 6,730 19,882

防災行政無線整備事業 同報系防災行政無線(一斉に災害情報を提供するための放送施設)を整
備。本所一括発注

7,497 400,000

庁舎によ
る地域振
興事業

コミュニティ
防災班

自治組織等運営活動対策事業



担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

市民福
祉課

健康福祉班 藤島ふれあいセンター管理事業 世代間の交流や地域住民の文化活動等の多機能型の複合施設である
「藤島ふれあいセンター」の管理運営を委託する。

5,324 5,310

高齢者長寿祝賀事業 長年の間、地域社会の向上発展に寄与された75歳以上の高齢者を心か
ら敬愛し、かつその功績を讃えて感謝の意を表すとともに、高齢者の福
祉を一層高めるため、藤島地域５会場において敬老会を実施する。

5,422 5,516

　（対象者数　平成22年度　2,259人　→　平成23年度　2,298人）

・敬老会補助金　2,400円(単価)×2,298人(対象者数)＝5,515,200円

藤島児童館管理運営事業 平成23年度から学校法人「いなば学園」が指定管理者として、「児童の健
全育成事業」「子育て支援センター事業」「放課後児童クラブ事業（学童保
育）」を実施運営する。

5,396 10,859

通園バス運営事業 保育園児の安全な登園・降園の確保と、保護者の送迎にかかる負担の
軽減を図る。

7,305 6,959

産業課 農業振興班 土づくり事業 畜産農家と連携し、環境保全型農業の推進に不可欠な堆肥の安定供給
を確保する。

13,172 15,867

・エコ有機センターの運営

　　堆肥生産量　GT（バラ）2,587㎥　K（バラ）452㎥

　　　　　　　　　　GT（袋）9,689袋　 K（袋）2,169袋

水稲乾田Ｖ溝直播特別栽培実証
事業

庁舎によ
る地域活
性化事業

低コスト省力化の稲作方法での、特別栽培米の生産技術の確立を目指
すもの。
H23年度は試験ほ場を２か所に増やして、特別栽培米づくりの技術の可能性や品
種の適応性などの実証実験を行う。

363 300

つや姫の里振興事業 平成22年度から本格デビューした「つや姫」の販売促進と、「つや姫誕生
のまち」藤島地域の農業振興等、活性化を図るために組織した市民団体
を支援する。

400 0
県委託料

(3,400)

濃厚飼料自給新技術導入支援事
業

飼料価格の高騰に対処するため、収穫した籾をプレスパンダーにより破
砕処理し、フレコンバックに詰めて発酵を促し、栄養価の高い濃厚飼料を
生産する畜産農家の組織を支援する。

337 0
創意工夫プロ

環境保全型農業直接支払交付金 0 2,445
（市全体で）

環境保全型農業に取り組む農業者等に対する直接的な支援。
 

　農業者等が、化学肥料、化学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球温
暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む場合、取組面積
に応じた支援を実施する。（支援額　8,000円／10a）
 ○具体的営農活動
　・カバークロップの作付け　・リビングマルチ、草生栽培の実施
　・冬期湛水管理　　　　　　　・有機農業の取組み



担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

産業課 エコタウン推
進班

エコタウン推進事業 「持続可能な資源循環型の農業」、「安全・安心な食料の生産」、「都市と
の共存」を目標に掲げ、これを実現するため、７つのエコタウンプロジェク
トを推進する。

2,082 1,152

①　エコ農業関連調査・研究事業

　　山大農学部、県試験研究機関、農協等と連携し、有機栽培技術等
　　の調査・研究を実施する。　10テーマを予定。

②　伝統野菜・機能性野菜の振興

　　「豊栄大根」「ふじしまきもと」「すいおう」「マコモダケ」の栽培と販路拡大。
③　地産地消及び食育の推進

　　地産地消給食・農産物直売所の充実、地産地消料理体験塾・食の
　　祭典の開催、田んぼの生き物調査の実施

④　資源循環システムの構築

　　BDFの生産拡大
⑤　交流事業の促進

　　神奈川県保育園の受け入れと、東洋大学社会学部との交流

地域活性化推進事業

藤島地域振興ビジョン推進事業
（庄内農業の道)

庁舎によ
る地域活
性化事業

藤島元町地区に集積する農業関連施設やエコタウンの取り組みなど農業
の先駆的な地域を目指し、農業関連資源を活用した地域振興を図ること
を目的に、庄内農業の道構想として地域の農業の取り組みや今後目指
すべき将来の農村像について総合的に情報発信する拠点を整備し、地
域の農産物のイメージアップと人と物との交流促進を図る。

500 1,277

・地元の主婦層を中心に米粉活用の利用研究会を立ち上げ米粉利用の拡大を図
る
・四季の里楽々の内装を改装してレストランスペースを充実し貸出し型のレストラン
とする

藤島型・鶴岡エコ型特別栽培米の
販路拡大に関する調査事業

庁舎によ
る地域活
性化事業

鶴岡産学校給食用米のＰＲ用パンフレットを作成し、鶴岡産米の啓蒙普
及を行うと共に、首都圏の学校給食の実態調査を実施し、藤島型・鶴岡
エコ型特別栽培米の販路拡大に努める。

484 520

有機農産物
認定班

有機農産物認証事業 JAS認証機関として、有機、特別栽培農産物を認証し、安全・安心な地域
農産物の生産と販路の拡大を図る。21年度より有機農産物認定区域を
全市に拡大して実施している。

2,490 2,299

（認定・認証実績）

　18年度　有機 1.8ha　特栽120.8ha　　19年度　有機 1.8ha　特栽458.3ha

　20年度　有機 9.9ha　特栽586.4ha　　2１年度　有機12.9ha　特栽639.2ha

　22年度 有機12.4ha 特栽680.5ha



担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

産業課 商工観光班 まつり振興事業 ①ふじの花まつり（まつり総予算 2,200千円）
　毎年、ふじ盆栽展の来客数が増加しており、平成22年は延3,300人の来客があ
り、今後も藤島の観光イベントとしていく。

1,500 1,500

②ふじしま夏まつり（まつり総予算 3,700千円）
　獅子踊りをメインとした「鶴岡伝統芸能祭」を核に、地域の文化を観光に結びつ
けている。本年も、住民からの協力金をいただきながら住民参加型のイベントとし
ていく。

1,800 2,500

③ふじしま秋まつり（まつり総予算 1,000千円）
　「お米の里の収穫祭」として、庄内平野の米を中心とした農村文化の体験を柱
に、食育・地産地消及びおいしい特産品の普及により観光につなげていく。

630 612

コミュニティハウス管理運営委託 400 400

・コミュニティハウスの管理運営を指定管理者（（藤の里振興㈱））に委託する。

建設環
境課

地籍調査事業 一筆ごとの境界、面積を測定し、地籍の明確化を図ることにより、個人の
財産の明確化はもとより、土地利用計画の策定、公共事業の実施等、土
地に関するあらゆる施策の基礎として利活用されることを目的とする。

10,727 9,186

・計画調査区域　鶴岡市添川字西山及び沢田の一部、鷺畑字山野藤の一部
・計画調査面積　0.39k㎡
・計画調査筆数　607筆
・測量委託業務費　5,576千円

道路関係各種団体負担金 265 174

道路維持事業 9,888 9,457

道路新設改良事業 21,000 22,000

除雪対策事業 41,129 39,714

道路公共事業 地方道路整備臨時交付金事業により、防雪対策や歩行者等の安全対策
のための整備を行なう。

80,000 80,000

・渡前荒俣線歩道設置工事(継続) 　・渡前荒俣線防雪柵設置工事（継続）
・川尻手向線歩道設置工事(継続)

市営住宅管理事業
（H22繰越明許分）

市営住宅ふじなみ団地の外壁補修や、設備の更新を行い、施設の長寿
命化を図る。

6,280

歴史公園整備事業
（まちづくり交付金事業）

東田川文化記念館周辺に藤島地域の特徴を活かした藤にこだわった公
園づくりを、第２期整備事業として23年度から取り組む。

14,938 8,035

・基本計画策定　・基本設計委託

・用地測量、調査委託

公園管理事業 公園施設の維持管理事業 680

(H22繰越明許分) ・芝生広場駐輪場屋根修繕工事

長沼温泉ぽっぽの湯管理運営事
業



担当課 主務班 事業名 (区分) 事業内容 H22年度予算額 H23年度予算額

教育課 社会教育体
育班

(財)藤島文化スポーツ事業団関
係事業

事業団運営に対する補助及び記念館、トレーニングルーム管理委託事業 19,865 20,336

・記念館　　管理委託　　　　　　　　　　　　　5,773千円

　　　　　　　管理運営補助金　　　　　　　　　3,089千円

・体育館　　トレーニングルーム管理委託　　5,877千円

　　　　　　　スポーツ振興補助金　　　　　　　5,597千円

地区公民館事業 藤島地域公民館事業委託 7,631 7,402

藤島体育館修繕事業 3,600

(H22繰越明許分)

ふれあ
い食セ
ンター

学校給食センター管理運営費 給食実施状況 　小学校4校678食　中学校353食　こりす270食   いなば33食
　　　　　　　　　　　根っ子杉30食　サンサン15食　計1,379食

105,678 103,103

・屋内運動場連絡通路屋根修繕
・排煙窓等修繕　など


































































